
 

 

 

 

小西参議院議員の御発言等 

 

（ 目 次 ） 

 

１ 平成３０年４月１７日参議院外交防衛委員会 

会議録（未定稿）（抜粋）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

 

２ 幹部自衛官から 「お前は国民の敵だ！」 と暴言を浴びせられた 

夜を現場で再現取材！～「かつてこの場所で『国民の敵』と軍人が 

叫びながら政治家を暗殺していった!!」～民進党・小西洋之参議院 

議員が訴え！ 2018.4.20 

出典：インディペンデント・ウェブ・ジャーナル（略称：IWJ） 

掲載の動画＜https://iwj.co.jp/wj/open/archives/418915＞ 

の文字起こし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

 

３ 幹部自衛官「国民の敵」発言の組織的隠ぺいについて 

 （民進党部会配布資料）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

 

４ 自衛官の供述に対する小西議員のご質問（５月４日）・・・・・・・30 

 

５ 小西議員の国会会議録（小西議員から本人に対して提供）・・・・・32 

別紙第３ 

 17



◎第１９６回 参議院外交防衛委員会会議録（平成３０年４月１７日）抄 

 

○小西洋之君 （前略）昨晩の午後九時前でございますけれども、失礼いたし

ました。参議院の議員会館を出てすぐのところ、国会議事堂の目の前の公道の

場で、現職の自衛隊員と名のる者から、私は、お前は国民の敵だなどと繰り返

し罵声を受けました。国会議事堂の目の前の公道であり、また職務質問を行う

複数の警察官が集まってくれましたけども、そうした警察官の前でもそうした

お前は国民の敵だというような発言を繰り返しました。 

私は、その者に対して、国民である以上、当然言論の自由はあり、また私ど

も国会議員は国民から正当な批判を受けるのが仕事であるけれども、現職の自

衛隊員であるのであれば、その自衛隊員の実力組織としての特別の服務にあな

たは服しているはずだ、あなたのそうした発言というのは法令に反するもので

あるのではないかということで諭したんですけれども、繰り返しそうした発言

を行いますので、それをやめないのであれば、また撤回しないのであれば、防

衛省の人事当局にこの場で通報するということを申し上げました。それでも発

言をやめませんでしたので、やむなく防衛省の人事当局に通報をいたしたとこ

ろであります。 

人事担当の責任者から私の携帯電話にその場で連絡が参りました。そのこと

をその現職の自衛隊員と名の者に伝えまして、防衛省に電話する前にも彼に一

度確認を取ったんですが、発言を撤回するのであれば防衛省の人事当局には通

報しないと、また発言を撤回するのであれば、あなたの所属や名前というもの

を言わずに、これをこの場で、私の中で、二度とないということを確認して防

衛省には通報しないということにするとしたんですが、彼はそれを拒みました。 

ただ、最終的には彼は態度を改めまして発言を撤回するということを言いま

したので、その場はそれで収めたんですが、今朝になって、その本人から、現

職の自衛隊員と名乗るものから了解を受けていた警察、麹町署から本人の所属

部署を知るところとなりました。統合幕僚監部の現職の職員であるというふう

に名のったということでございます。氏名も警察が聞いて、私も聞いて知って

おりますけれども、氏名はこの場では控えます。 

この件について昨晩の防衛省のその防衛省の人事の責任者の対応でござい

ますけれども、実は私がその現場を立ち去った後、人事の責任者から連絡があ

りまして、私、小西が防衛省に通報はしないとしたということだそうだけれど

も、防衛省としてこのような事件があった以上は調査をしなければいけないと、

調査をするというようなことをおっしゃられました。また、大臣にも一報をさ

れているというふうに聞いております。この間の防衛省の人事当局の対応とい

うのは、それは、私は正しい対応であり、敬意を表すべき対応でると思います。 

ただ、今朝になって警察から所属を聞いたとき、統合幕僚監部、昨年の南ス

ーダンの日報の隠蔽事件、また今回のイラク日報の件についても統合幕僚監部

の責任が問われているところでございます。そして、その焦点はシビリアンコ

ントロールでございます。 

昨日、その自衛隊員と名のる者にも直接言いましたけれども、今から７０年
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前、この国会議事堂、またこの首相官邸で、当時の軍部がクーデターを起こし

て、おまえは国民の敵だ、問答無用だと言って犬養毅首相を暗殺し、また高橋

大蔵大臣などを暗殺した、５．１５、２．２６、そうした事件が起きた。今、

シビリアンコントロール、自衛隊のその在り方が問われている。そうしたさな

かにあって、あなたの発言は、自衛隊法の五十八条などに服務の規定がござい

ますけれども、そうした問題はないのかということどさんざん諭しましたけど、

最終的には態度を改めましたけれども、その者はなかなか態度を改めなかった、

しかも統合幕僚監部の職員だということでございます。 

  

○政府参考人（髙橋憲一君） 先ほど委員御指摘の点でございますけれども、

現在調査をしておりますので、調査が進んだ段階でまたしかるべく報告をした

いと思っております。 

 

 ○小西洋之君 小野寺大臣に伺いますが、私、本来、専守防衛の自衛隊員を私

は応援する立場、本来は国会議員なんですが、日米安保も私は認める立場です。

ただ、この間の安倍政権が行ってきた安保法制というのは憲法違反であり、そ

れは自衛隊員の尊厳を踏みにじるものであり、自衛隊員の命や家族の尊厳を

守るためにも私はこの場で質疑をしているとさんざん申し上げました。それ

について現職の自衛隊員がどういう見解を持つか、それはそれぞれの自衛隊

員のお考えであろうと思います。ただ、公道で、しかも複数の警察官もいるよ

うな場で、繰り返し現職の国会議員に対しお前は国民の敵だというような発

言を繰り返す、そうした行為というものは自衛隊員として私はあってはなら

ない許されない行為だと思います、法令に照らして。小野寺大臣としても、防

衛省の責任において、大臣の責任においてしっかりと調査し、しかるべき対処

を行うというお考えでよろしいでしょうか。 

 

○国務大臣（小野寺五典君） その事案については、昨晩、私の方にも、この

ような事案があったということであります。ただ、その際、小西委員の方は、

やはり相手がそこで自分の非を認めればということでお話をされたと、大変温

情のあるお話をされたんだと思っています。ただ、私どもとしては、もし仮に

そういうことがあれば、これはやはり私ども自衛隊員の服務の問題になります

ので、事実関係を確認した上で適正に対応させていただきたいと思っておりま

す。 

 

○小西洋之君 大臣、よろしくお願いをいたします。（後略） 
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幹部自衛官から 「お前は国民の敵だ！」 と暴言を浴びせられた夜を現場で
再現取材！～「かつてこの場所で『国民の敵』と軍人が叫びながら政治家を
暗殺していった!!」～民進党・小西洋之参議院議員が訴え！ 2018.4.20 
出典：インディペンデント・ウェブ・ジャーナル（略称：IWJ）＜https://iwj.co.jp/wj/open/archives/418915＞ 

 
 
１ １６日月曜日のだいたい、８時４０分を少し過ぎぐらいですが、私（小西洋之）は、

参議院議員会館で仕事を終えて、会館から徒歩で出た際、私の右側からジョギング姿で

走ってきた大柄の男性とすれ違いました。 
その男性がすれ違いざま、私の方をパッと見てきましたが、街中で市民の皆様に普通

に見られることがあるので、普通に私は目礼をしました。 
そのジョギング姿の人は、左側に走り抜け交差点の方向に向かっていきましたが、私

も、タクシーを拾うために同じ交差点の方に歩いて行きました。 
歩いている最中も、前を走っているジョギング姿の男性は、こちらを何度も何度も鋭

い目つきで振り返ってきましたが、その度に私は目礼を重ねました。 
 
２ 交差点に着いたとき、男性は赤信号のため横断歩道の前で立ち止まりました。自民党

本部側に渡ろうとして立ち止まっていたと思います。 
私は、男性から５メートルくらい離れた位置の国会議事堂向きの横断歩道前に立ち、

タクシーを拾おうとしていました。 
そこで、男性から「小西だな。」か「小西か。」というような呼びかけがありました。 
私はそれに対して「小西です。」と発言したところ、男性は開口一番で、「お前、ちゃ

んと仕事しろ。」と言ってきました。 
 
３ 街中で「小西さん、頑張ってください。」と言われることの方が多いですが、たまにそ

のような安倍総理を支持する市民の皆さんから、厳しいお言葉を頂くので、私は、その

ような発言に対して応答する決まり文句を用意しており、「国会議員として、信念に基づ

いて仕事をしています。」と応答しました。 
おおよそ、安倍総理を支持される方は、安倍総理の政策の一番の悪い点である安保法

制のことで発言をしてきますので、その時も「集団的自衛権の解釈変更、憲法違反を証

明した国会議員です。国民の皆様のために働いています。そうした中身は、私のホーム

ページで沢山資料がありますので、ぜひご覧ください。」と言いました。 
 
４ それに対して男性は「お前は気持ち悪いんだよ。」という言葉が返ってきまして、「お

前は国民の敵なんだよ。国民の敵だ。」という発言がありました。 
私も「国民の敵だ。」と言われたので、「いや、あのー、国民の皆さんが憲法違反の戦

争で殺されるようなことがないように、一生懸命頑張っているんです。」と言い返しまし

たが、男性は、自らのことを「私」か「俺」かどちらかで、「自衛官なんだ。」と名乗って

きました。 
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５ 私は驚いて「え、自衛官なんですか。」と聞き返し、今でも記憶に鮮明ですが「集団的

自衛官の解釈変更、安保法制というのは法論理ですらない。ペテンなんだと。めちゃく

ちゃな憲法違反なんだと。そういう憲法違反の戦争で、あなた方自衛隊員が戦地に送ら

れて殺されること。また、御家族が悲嘆の涙にくれること、そうしたことが絶対にない

ように信念を持って私はやっているんだ。」というふうに言いました。 
それに対しても男性は、「お前気持ち悪い。国民の敵だ。」というような言葉があり、

そこで私が「一般の人であれば、国会議員を批判する言論報道の自由は憲法で認められ

ているので、それはもう自由ですよ。私たち国会議員も批判を頂くのが仕事です。」と言

いました。 
 

６ 私は、その場では「自衛隊員」という言い方をしていましたので「あなたが本当に自

衛隊員であれば、あなたの今の発言というは、「国民の敵だ」というふうに私のことを言

いましたから、それは自衛隊員の服務、職務上のルールに反して、自衛隊法を始め法令

に反する発言だから撤回しないといけない。」と言いました。 
そうすると男性が「国会議員に意見を言って何が悪いんだ。」と言うようなことを言っ

てきたので、「いや、一般市民の皆さんが批判するのは、それは全くの自由であるけれど

も、あなたが自衛隊員である以上は、今、国会で、まさにシビリアンコントロール、日

報の隠蔽の問題で、シビリアンコントロールは国会で一番議論されていて、かつ、社会

でも大きな問題となっている。あなたのその、国会議員を「国民の敵だ」という発言は、

自衛隊員の服務に反して、それはシビリアンコントロールそのものを否定することなん

だから、撤回しないと駄目だ。」というふうなことを言いました。 
 
７ 男性は、ずいぶん意気軒高で強気な感じで、男性との距離が狭まってきましたが、私

は、突発的な揉み合いに発展してはいけないと思い、手ぶらであった両手を身体の後ろ

に回していましたが、この姿も男性を刺激する可能性があると思い直し、途中で手を前

に組み替えました。 
 
８ そこで私は、国会議員として自衛隊員だと名乗る人から「国民の敵だ。」という発言を

受けたので、とにかく発言を撤回させないと、国会議員として国民の皆さんに責任が果

たせないと考え「撤回しろ。」と言いましたが、男性は「国会議員に意見言って何が悪い

んだ。」と一生懸命に言うだけでした。 
 

９ 男は大柄な者であったので、信号の反対側にいた警察官を呼んだところ、その後複数

名の警察官が来てくれた。男は「お前は国民の敵だ。」「気持ち悪い。」との発言を繰り返

すので、仕方なく私は、携帯電話を取り出し、男性に対して「撤回しないのだったら、

今からこの携帯電話で、防衛省の人事担当者に電話をする。あなたのことを通報する。

あなたは防衛省の中で処分される。それでもいいですか。撤回するんだったら考えるけ

れども、撤回しないんだったら、この携帯電話であなたを通報しますよ。」という具合に

言いましたが、撤回をしなかったため、携帯電話で防衛省の豊田防衛事務次官に電話を

して「私の目の前にいる自衛隊員だと名乗っている人が、私のことを「国民の敵だ」と

言っている。」と伝え、また、「私のことを「気持ち悪い」といったような暴言を浴びせ
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ている。これは自衛隊の服務に違反することだと思うので、直ちに人事担当者に事務次

官から連絡をして、私の携帯に電話させてください。」と言いました。 
 
10 ８時５５分と記憶していますが、豊田事務次官の指示を受けた武田人事教育局長から

直接、私の携帯電話に着信がありました。 
豊田事務次官に説明した内容と同じ説明をして、男性に対し「今、防衛省の人事の一

番偉い局長と電話がつながっている。武田人事教育局長という人で防衛省のホームペー

ジを見れば名前が載っている人だ。その人に、あなたの名前と所属を伝えることになり

ますよ。だからその発言を撤回しろ。しなさい。」と言いましたが、それでも直ぐには撤

回しませんでした。 
 
11 この間、私は国会議事堂を指さして「まさにこの場所で、政治家を「国民の敵」と叫

びながら軍人がクーデターを起こそうとして「天誅だ」と言って、５・１５事件、２・

２６事件、総理大臣などを暗殺していったんだ。そこから日本が軍国主義の政治に落ち

ていって、国民に大きな悲惨が降りかかった戦争が起きたんだ。だから、自衛官は、政

治家の国会のシビリアンコントロールに服さなければならないんだ。ところが、あなた

が、現職の国会議員である私を、小西を知っていて、私を捕まえて「国民の敵だ」と言

い放つ。その発言というのは、シビリアンコントロールを否定することになるんだから、

あなたはその発言を撤回しないといけない。自衛隊の服務に反し、法令に反する発言な

んだ。」というように男性に言いました。 
 
12 そのような中、麹町警察署の背広を着た警備課長も現場に到着し、男性も段々と態度

を改め、まずいと思ったのか態度を変えて「撤回する。」と言いました。 
そこで「撤回の言葉を言ってみてください。」と言ったところ「勉強になりました。」

と言うので、現場に居合わせた警察官も私も呆れて「それじゃ撤回にならないでしょ。」

と言ったところ、最後に「すみませんでした。」と謝罪をしてきました。 
 
13 翌日（４月１７日）の国会が終わった後の午後１時に、武田人事教育局長が私の議員

会館の部屋に来て「人物が特定できました。わかりました。」と報告に来ました。 
武田人事教育局長からの報告では「男性は統合幕僚監部に勤務する幹部自衛官である。」

とのことでした。 
さらに、防衛大学校を卒業した航空自衛官で３等空佐であることも分かり、３等空佐

となれば昔で言うところの少佐であり大本営の青年将校だと思い驚きました。 
私は、この報告を聞くまでは本当の第一線部隊の現場で勤務する、ある意味、素朴で、

ある意味で、粗野な、そういう現場の自衛隊員だと思っていました。 
 
14 ところが、私に「国民の敵だ」というふうに国会議事堂の前で、かつ、天下の公道で、

事案発生当時も地下鉄の明かりは煌々として人も行きかっているような中で、国会議員

に対して「国民の敵だ」と言い放ち、何度言っても直ちに撤回しなかった人物が、あろ

うことか幹部自衛官であり、しかも防衛大学校卒業のエリートで統合幕僚監部所属の人

間だということを知り大変驚きました。 
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15 ４月１７日の小野寺大臣の記者のぶら下がり会見で、幹部自衛官の暴言を擁護するか

のような発言を行っていました。「若い自衛官なんで様々考えることがあって、彼も国民

の一人としていろいろ思うことはあったんだろう。」というふうな発言でしたが、まさに、

私が事案当夜、男性に諭したように、かつて「国民の敵」と軍人が叫びながら総理大臣

や大臣及び政治家を暗殺したことは、まさにこの事案発生場所である国会議事堂で起き

たことであり、同じようなことを男性が８０年近く後になって発言している。 
このような言動を容認するということは、まさに日本のシビリアンコントロールを崩

壊させて、自衛隊を自衛隊ではない存在にしてしまう。 
自衛隊が本気で政治家に対して「国民の敵」と位置づけ武力を持って蜂起すれば、誰

も立ち向かえる者はいないということは恐ろしいことだと思っています。 
 
16 ２・２６事件が起きたときに、川島陸軍大臣が、反乱軍に対して声明を出しました。 

『蜂起ノ趣旨ニ就テハ、天聴ニ達セラレアリ。』 
つまりは、今回のクーデター行為が何故起こったか、その目的、思いというものは、

『天聴』つまりは天皇陛下にお伝えされているぞという意で、その上で、 
『諸子ノ行動ハ国体顕現ノ至情ニ基クモノト認ム』 
として『諸子』クーデターを起こした青年将校たちに、『諸子ノ行動ハ国体顕現』、日

本の国体を実現する表すこと、『ノ至情』、誠に尊い、思い、『ニ基クモノト認ム。』とあ

ります。 
２・２６事件が起きたときに陸軍大臣が出した声明は、小野寺大臣の「彼は若い自衛

隊員なんでいろいろ思うこともある。彼も一国民としていろいろ思うことがあったんだ

ろう。」という発言と全く同じだと思っています。 
 
17 ３月２０日の外交防衛委員会で小野寺大臣に『事に臨んでは危険を顧みず、身をもっ

て責務の完遂に努め、もって国民の負託に応える』という意味を訪ねた際、小野寺大臣

は答えられなかったことがありました。 
その際、「私の理解は『いざという時、有事の際には命がけで戦って、国民の負託に応

える』そういう意味と理解しています。安倍総理は最高指揮官であり、大臣は戦闘司令

官であるのだから、私の質問、防衛省の省内中継カメラで、全隊員が聞いているのだか

ら大臣として答えてください。」と発言をしましたが、小野寺大臣は答えられませんでし

た。 
 
18 そのことは男性にも話し、「国民のための安保法制と言いながら、全くペテンの憲法違

反だ。違憲の根拠を突き付けたら誰も答えない。そして、服務の宣誓の意味を答えてと

質問しても何も答えられない。そんな連中から皆さんの命を守るために戦っている私は、

国会議員だと。どうか、職場の皆さんにこういう国会議員がいると伝えてくれ。」と言い

ました。 
「そのことを最後にあなたにお願いして、今日はあなたをこのまま立ち去らせていた

だくことにする。」と男性に告げ別れています。 
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別紙第３－３
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別紙第３－４

自衛官の供述に対する小西議員のご質問（５月４日）
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別紙第３－５

小西議員の国会会議録（小西議員から本人に対して提供）
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